
青森県 西目屋村 山形祐介

隊員本人の顔が
分かる写真

環境保全・自然保護

【年 齢】
３６歳

【出身地】
青森県弘前市

【転出元】
神奈川県大和市

【前 職】
会社員

【活動時期】
R４.７～

（２年目）

趣味が釣りやキャンプなど自然と関わるものが多く、狩猟
や鳥獣被害防止対策にも関心があった。都市圏と地方の生
活をどちらも経験した上で、自分には自然に囲まれて働き、
暮らすのが合っていると強く感じ、地方への移住を検討す
るようになった。
情報収集を進めるなかで、出身地である弘前市からも近く、
よく渓流釣りや山菜採りに訪れ馴染み深く、自然豊かで魅
力的と感じていた西目屋村で、鳥獣被害防止対策分野の協
力隊員を募集していたため、応募に至った。

【西目屋村企画財政課】
（メールアドレス）yoshitomo-k@vill.nishimeya.lg.jp
（電話番号）0172-85-3080

農家とふれあうことで、鳥獣害対策は農家の生産意欲を守
るために必要なことだと再認識しながら、業務を行ってい
る。
今後は、狩猟免許等を活用して更なる貢献を目指している。
また、白神山地やマタギ文化のことを深く学び、その魅力
と資源を活用・発信していきたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●農地パトロール
農作物被害や生息調査、鳥
獣被害防止電気柵等の確認
を行うための農地巡回。
園地に侵入する鳥獣を目撃
した際は、追払いや捕獲を
行う。

活動内容が
分かる写真など

●有害鳥獣対策
農作物被害を防止するための鳥獣被害防止対策とし
て捕獲檻の設置中。
西目屋村では、主な加害鳥獣として、サル、クマが
園地に出没し、基幹作物となっているりんごに被害
をもたらしている。

●被害・生息等データの活用
鳥獣被害や生息状況の

記録中。農地パトロール
や住民アンケートを行い
記録したデータを基に効
果的な被害防止策の検討
を行う。
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